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   近 年 の 高 度 情 報 化 社 会 の 到 来 に よ り ， CALS (Cont inuous  Acquis i t i on and  








GUI (Graphical  User  Inter face )や画像圧縮技術，カーナビゲーションシステム
や家庭用ゲーム機器に用いられる 3 次元グラフィックス技術，DVD レコーダー等
に用いられるビデオ信号処理技術がある．画像処理や音声処理に代表されるメデ
ィア処理では多様な規格に対応する必要があり，また，その通信方式，通信媒体
も 多 様 化 す る ． 今 後 高 品 質 な 電 子 情 報 サ ー ビ ス を 提 供 す る た め に は １ GOPS 
(Giga  Operat ions  Per  Second)を超える処理性能を必要としている．このように
幅広い情報処理，通信処理分野において，これまで以上に高速な処理能力を発揮
するために，システム LSI，SoC (Sys tem On a  Chip)，SiP (Sys tem In  Package)
と言われる付加価値の高い高性能集積回路に対する注目は高い．  
  今日の情報通信やユビキタス情報通信を用いた電子情報サービスをさらに高品
質にするために，携帯情報機器向けシステム LSI には次の要求がある．  
・ 暗号技術による安全性の確保 













LSI 設計手法の開発は急務である．  











このため鍵のサイズが 1024 ビット程度の RSA 暗号に対し，同程度の安全性を，












そこで本論文では，携帯情報機器向け楕円曲線暗号 LS I を提案する．楕円曲線
暗号で主要な演算である有限体上の乗算アルゴリズムとして有限体上の乗算を並
列に実行できるワードベースモンゴメリ乗算を採用する．提案する楕円曲線暗号
LSI は，現在の 10 24 ビットの RSA 暗号では処理時間が 15～ 190ms であるのに
対し，回路面積 38 Kgates で 160 ビットの暗号化を 3 .6ms で実行可能である．ま
た，ワードベースモンゴメリ乗算器のビット幅，個数の構成を変えることで，回
路面積，処理時間，動作周波数のスケーラビリティを実現し，既存の楕円曲線暗




の演算を必要とする．静止画像圧縮として JPEG， JPEG2000 や動画像圧縮とし
て Mot ion-JPEG，MPEG-4，H.264 など多種多様な規格があり，その LSI アーキ
テクチャは盛んに研究されている．これらの画像処理は高速実行が求められ，携





しかしながら，携帯情報機器を対象としたシステム LS I は，設計期間の長期化に







テムでは， IP 再利用技術， I /F 合成技術，高位合成技術，アーキテクチャ探索技
術により論理合成可能な HDL(Hardware  Descr ip t i on Language)を生成する．高
位合成システムにより，アーキテクチャがモデル化された画像処理 LSI を設計す
る試みがある．使用用途に合わせて回路面積，処理時間などの設計制約を満足さ









つ．待機状態にあるスレッドに対し Gated  Clock を適用することでスイッチング
による消費電力を削減する．スレッドに対する Gated  Clock はレジスタ一つ一つ
に対して制御回路を生成しないため，回路面積の増加が抑えられる．また，多数




低消費電力化手法は 30mW の消費電力の JPEG エンコーダに対し，33％の消費電
力を削減した．携帯情報機器向けシステム LSI では，相対的にメディア処理部の
消費電力が大きいため，メディア処理部の消費電力を削減することで，システム
LSI 全体の低消費電力化が可能である．  
本論文の提案により，次世代の暗号処理により安全性を確保した携帯情報機器
向けシステム LSI アーキテクチャを開発し，より小面積，低消費電力な高性能シ
ステム LSI 設計を実現する．  
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